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建築 例集／一般社団法人日本建設業連合会

※本 例 および記載内容の 次利用を禁止し す

Q3. 1.

Q3. 2.

Q3. 3.

生物環境の保全と創出 外構緑化、地域の郷土種への配慮、 生 動物の生息域の確保

ちな 景観への配慮 地域性のあ 植栽、歴史性の継

地域性･ メ への配慮 散策路、緑地帯

LR1.3. 設備 ンの高効率化 高効率給湯器、LE）照明

LR2.2.

LR3.2.

非再生性資源の使用 削減 自然石の再利用、既存樹木の移植

地域環境への配慮 地域環境を考慮した配置計画
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E. ュ F. 長 命化 G. 建物基本性能確保 H. 生産 施工との連携

I. 周辺 地域への配慮 J. 生物多様性 K. その他
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集合住宅

ザ パ クハウス あ 野 目

森のリゾ トに住 、環境に配慮 た集合住宅
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自己評価

■原風景への再生

敷地周辺 田園都市線手前 丘陵地 古地

雑木林 あ た こ 雑木林 江戸時代 人工的

く 燃料 薪や落葉 堆肥を生 出 いた

こ 場所 原風景 あ 雑木林を イン 取 入

こ を 近隣周辺地域 一体化を た事業

あ

発注者 菱地所 ン 株式会社

設計･監理 株式会社 タ一級建築士 務所

ujita orporation

施工 株式会社 タ横浜支店

The arkｈouse zaminoittyoume

所在地 神奈川県横浜市

竣工年 2019年

敷地面積 8,647㎡

延床面積 10,653㎡

構造 R（造一部S造

階数 地 1階、地 3階

■環境への配慮

舗装面 一部 透水性舗装を採用 水循環へ 配慮 た

開発時 発生 有効活用 発生 た自然石を景石

緑地内 再利用 既存樹木を移植 活用 た

外来生物 対 対策 特定外来生物 や 要注意外来

生物 対 や ニ ア を整備 居 者及び管理

関係者 周知 外来生物 侵入 た場合 地方公共団体や

専門家 連携 防除を行う体制を作 た

設計担当者

統括 建築：神田信孝／構造： 十嵐修／設備：河野良典 田峻平／

イン監修：野生司環境設計 野生司義 伊東俊之 道 賢治 田澤哲／

ン プ：関東学院大学 准教授 中津秀之

■周辺環境と調和した計画(生態系ネッ ワ の創出)

植栽計画を行う あた 文献や周辺 自然環境や土地

成 立ち 関 調査を行い 本物件 最大 緑地を

構成 い 樹木や草本 半分以 を在来種 地域

根 た植生 創出を た

生 物 い 豊 緑地 創出 地域 生態系

貢献 環境 快適 を両立 こ を目

指 [鳥類が ウ [蝶類が キ

ョウ ク ア ハ等 誘致を目標 現地調査を行い

結果 基 い 食草や食樹 吸蜜植物 配置 効果的

植栽配置を行 た 動物 生育場所や移動経路 対

配置 花や実 植物を植え 敷地内 ンゴ

や 等 地 性生物や土壌環境を良好 保 地

中 微生物等 生育環境 配慮 そ 隠 家や産卵場

所 う落ち葉溜 を設置 管理用通路 一部を緑

地を分断 い う 飛び石 や 等

土中 動物や昆虫 周 緑地 行 来 う

土壌を生 た計画 た 他 生息場所を確

保 た 取 組 灌木を多く配置 こ

そ 樹 落葉を入 込 せ 地中 動物 生息

環境 安定を た 灌木や地被類を多用 裸地を少

く こ 雑草 繁茂を軽便 管理者 植栽帯へ

立ち入 機会を少 く 土 踏 固 を く こ

地中 生物 生息環境 安定化を い

■ ちづく ンの継

あ 野駅 歩道 整備 た駅 アプ 青葉区

緑 ネッ ワ ク 指定 い 前面道路を経 緑

た雑木林をイ たアプ を接 ち く プ

ンを 承 た散策路を創出 い

エン ン チ

計画図

周辺環境調査報告書

敷地内広場

の壁 ウン 自然景石を利用した ッ

ちづく ンとの繋

外観

敷地内散策路

■自然の中の別荘風景

アプ く風除室 エン ン ホ 天然木を使

用 く を感 壁 を配置 そ 高天

開放的 ウン へ 誘う

ウン ン 浮遊 球体を配置 ゾ 感 あ

立体的 空間を演出 様々 ベ 構成 た楽 気 再生

木 ッキへ 抜け いく広く明 い空間を創出 た


